《様式第6－2号》


緊急度アセスメントシート（対応のめやす）　　　　　　 記入者（　　　　　　）　

子ども氏名（　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　評価日（　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者（　　　　　　　　　　　　　　　　）





























《　解　説　》

①ａ．ｂ．ｃ．ｄのいずれかで「YES」がある場合

　　→　速やかに児童相談所への送致を検討する。

②ｅに該当項目があり、かつfにも該当項目がある場合

　　→　次の虐待が発生しないうちに実態を把握のうえ、児童相談所に支援要請する必要性を検討する。
③ａ～fいずれにも該当項目がないがｇ．h．iのいずれかで「YES」がある場合

　　→　表面化していなくても深刻な虐待が起きている可能性。

　　→　あるいは虐待が深刻化する可能性。

　　→　虐待リスクを低減するための集中的援助。支援可能な関係機関に連絡。その見通しや子どもの状態
によっては、児童相談所への支援要請を検討する。

※①～③のいずれにも該当がなく、iのみに「YES」がある場合

　　→　家族への継続的・総合的援助が必要。関係機関や地域（機関）の支援実施を検討する。

ａ．当事者が保護を


求めている





ｂ．当事者の訴える状況がさし迫っている





至急、児童相談所に送致


（状況により、警察に


児童の保護を要請）





YES





YES





NO





ｃ．すでに重大な結果がある





NO





NO





YES





ｄ．乳幼児のネグレクトで、通告後、48時間以内に保護者との面接ができない。または、保護者が児童の安全確認や初期調査に協力しない。





YES





NO





f．繰り返す可能性がある





YES





実態把握のうえ、児童相談所に支援を要請


（状況により、児相送致）





YES





e．重大な結果になる可能性が高い





NO





NO





g．子どもに明確な影響が表れている





実態把握のうえ関係機関に連絡、子どもの状態により児童相談所に支援を要請





YES





NO





h．保護者に虐待につながるリスクがある





YES





実態把握のうえ、関係機関に支援を要請





NO





i．虐待発生につながる家庭環境がある





YES





６９








